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名古屋芸術大学 教職課程認定学部・学科（免許校種・教科）一覧 

・芸術学部 芸術学科（中・高一種音楽・美術、高一種工芸） 

・教育学部 子ども学科（幼一種・小一種） 

 

大学としての全体評価 

 

本学の教職課程について、以下に記した各基準領域について検討した。 

 第一に教職課程の目的・目標の共有や教職課程に関する組織的工夫については、大学の

各種方針と関連付けて目標設定から評価に取り組んでおり、芸術に関する内容や学術技芸

をはじめとする組織的な取組から学生への個別対応までニーズに応じて教職員が協同して

取り組んでいる。 

 第二に教職を目指す学生の確保・キャリア支援については、学生の安定的な確保をめざ

して芸術のよさを生かした教育の意義を伝える課題に取り組みつつ、様々な体験の機会を

用意し、教職をめざす学生の意欲を向上させる取組を実施している。 

 第三に、教職課程のカリキュラムの編成・実施について、履修カルテを通じた学生の学

修経験の把握、地域の学習資源の活用等を通じたカリキュラム・マネジメントを実施して

いる。 

 本学の教職課程は、こうした基準に照らして、適切に運営されつつあるものと評価して

いる。教職課程の自己点検を今後も継続し、明らかになった課題に取り組むことで、よい

循環を創っていくことをめざしたい。 

 

                      

名古屋芸術大学 

                 

学長 來住 尚彦 
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Ⅰ 教職課程の現況及び特色 

 １ 教職課程の現況 

（1） 大学名：名古屋芸術大学 

（2） 学部名：芸術学部、教育学部 

（3） 所在地：東キャンパス 

       〒481-8503 愛知県北名古屋市熊之庄古井 281 番地 

       （芸術学部芸術学科音楽領域、教育学部、人間発達学部） 

西キャンパス 

〒481-8535 愛知県北名古屋市徳重西沼 65 番地 

（芸術学部芸術学科美術領域、デザイン領域） 

（4） 教職課程の履修者数及び教員数 

➀ 教職課程の履修者数 

（令和 6 年 12 月末現在） 

学部 学科名 免許種・教科 
教職課程履修者数 

合計 
1 年 2 年 3 年 4 年 

芸術学部 芸術学科 

中１種（音楽） 21 21 21 21 84 

高１種（音楽） 29 22 28 24 103 

中１種（美術） 51 30 29 23 133 

高１種（美術） 65 34 36 28 163 

高１種（工芸） 5 5 6 2 18 

教育学部 子ども学科 幼 1 種 25 24 25  74 

小 1 種 20 20 13  53 

人間発達 

学部 

子ども 

発達学科 

幼 1 種    35 35 

小 1 種   1 20 21 

2022（令和 4）年 4 月 1 日から人間発達学部子ども発達学部から教育学部子ど

も学科へ名称変更。 

    ➁   教員数 

 教授 准教授 講師 助教 計 

芸術学部 8 5 4 0 17 

教育学部 8 3 3 0 14 

備考：教職専任教員数 

 

（5） 卒業者の現況 

 令和５年度卒業者（令和 6 年 5 月１日現在） 

学部 

中高 

免許 

教科 

就 職 先 状 況 
認定 

こども園 
幼稚園 小学校 中学校 高等学校 

特別支援 

学校 

正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 

芸術学部 音楽      4  3     

芸術学部 美術       2 1    1 
人間発達学部      4 6       
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２ 特色 

 本学は、「至誠奉仕」を建学の精神とし、「誠実な心で、子どもを含む様々な人に接す

るとともに、自らの学問や技術を伸長させることで芸術や教養、教育・保育の力を養い、

これをもって社会と文化に貢献する」ことを目指している。 

 本学を設置する学校法人名古屋自由学院の歴史は昭和 27 年に遡り、当時公立学校の教

員だった初代理事長（水野とし子）が「日本の戦後復興の原動力となるのは、教育以外に

ない」という強い信念を抱き、「滝子幼児園」を開設したことに始まる。以降、名古屋自

由学院幼稚園教員養成所の開設や、名古屋自由学院短期大学の時代を経ながら、昭和 45

年に私立大学では日本で最初の芸術系総合大学として本学を創設し、これまで数多くの教

育者・保育者を輩出している。 

 本学における教員養成の理念は、本学の教育理念と目標である「幅広い知見と芸術的素

養を備えた人を養成することで、人々の心を豊かにし、芸術文化の発展および地域・社会

に貢献する」を基本姿勢としている。また、本学の教職課程では、学部・学科における高

度な専門教育と教職に関する科目を有機的に関連付けた履修指導を行い、教科に関する専

門的知識と技能、学校現場で必要とされる授業実践力、そして生徒指導力を備え、教育の

現場で活躍できる教員を育成することを目的としている。 

 現在は、芸術学部・教育学部の 2 学部体制をとり、芸術に関する専門の学術技芸及び

教育学に関する専門的知識を教授研究し、並びに広範な展望の下、歴史及び社会に位置づ

けるべき総合的教養を授け、もってわが国の芸術文化及び人間発達の創造発展に寄与しう

る人材の養成を目的としている。特に、芸術こそ人間形成の根幹の一つにあると考え、芸

術学部では中学生や高校生の思春期・青年期にある次世代とともに芸術文化を創造してい

くための教職課程を設置し、教育学部には幼稚園教諭・小学校教諭養成のための教職課程

を設置している。また保育士養成課程を置くことで、大学全体として生まれてから大学に

入学するまでの人間の発達にかかわることができるように免許校種をそろえている。 

 芸術学部芸術学科では、音楽・美術・デザインに関する高度な専門教育をもとに、芸術

への深い理解と、感性、創造性を備えた専門家を養成することを目指している。アドミッ

ション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーでは、美術、デザイ

ン、音楽の各専門領域に関する関心や能力、知識を重視している。それと同時に、芸術を

もとに社会や地域に貢献することの重要性も強調している。実際に芸術学部では、美術

館・博物館等の社会教育施設や企業、商店街など、地域にある様々な団体と連携した教育

を行っている。学内で行う高度な専門教育と同時に、地域での活動にも関わることで、実

践力や創造力、問題解決能力を養成している。このような機会は、教職に就く学生にとっ

て、自らの芸術教育をより説得的なものにするために有意義な経験となる。 

 以上の専門的かつ実践的な芸術教育、および人間教育を基盤としながら、芸術学部の教

職課程教育では、教科に関する専門的能力、および学校現場で必要とされる授業実践力と

生徒指導力の養成を行っている。それを通じて、中学校、高等学校における芸術教育をリ

ードすることができる人材の育成を目指している。 
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 教育学部子ども学科は、前組織である人間発達学部子ども発達学科を発展的に再編した

学部である。教育学部の目的として「保育・初等教育にかかわる理論ならびに技術の教授

を通して、豊かな感性を備え、真に子どもの成長・発達を支えることのできる保育者・教

育者を養成すること」を掲げており、幼稚園教諭と小学校教諭の 2 課程を置いている。

また、芸術学部との協力・融合をすすめることで、芸術を中心とする豊かな人間性と教育

力をもった教員の養成を目指している。これらを踏まえ、「保育・教育の理論とスキルを

学び、実習等の経験を積み上げ、芸術的感性を備え、教育・福祉の両面で、子どもの成

長・発達を支える力を獲得し、地域に貢献できる保育士、幼稚園・小学校教諭を育てる」

ことを理念と目標に据えている。 

 これらの前提として、建学の精神である「至誠奉仕」に則り、平和で民主的、文化的な

国家・社会を形成するために、子どもの教育が決定的に重要だとの認識のもと、それを教

育者の養成で実現しようとする方向性がある。そのため、ディプロマ・ポリシーでは教育

者・保育者等に必要な豊かな人間性と知識・技能・態度を備えた有為な教育者・保育者等

の育成を掲げている。これらを具体化するために据えたカリキュラム・ポリシーでは、

「知識・理解」、「関心・意欲・態度」、「思考・判断」、「技能・表現」、「コミュニ

ケーション・人間関係」の 5 つの観点を設定しており、学部カリキュラムの修了によっ

て、発達や学びの連続性をふまえたうえで、多様な人たちと関わることのできる教育の専

門家の養成を実現する。 

  

 



名古屋芸術大学 基準領域 1 

4 

 

Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検・評価 

基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 

基準項目１－１ 教職課程教育の目的・目標を共有 

〔現状〕 

 芸術学部においては、音楽領域（東キャンパス）と美術領域・デザイン領域（西キャン

パス）でキャンパスが分かれているため、同じ科目でもキャンパスによって授業担当者が

異なるケースがある。その場合にも芸術学部として一貫した指導ができるように、シラバ

スを共通化したり、指導内容や方法について東西キャンパスの担当者が情報共有をするよ

うにしている。また、教職担当教員が指導方法や内容について他の教員と相談したり、学

内で実施される授業公開・授業参観を利用して授業を参観したり、普段から協力関係を築

いている。そのほか、教職分科会において、指導上の課題について意見交換することもあ

る。 

 教育学部においては、芸術学部のように授業担当者が異なることはない。また、芸術学

部と同様に、教職担当教員同士が普段から協力関係を築いているほか、教職分科会におい

て、指導上の課題についての意見交換も行っている。 

〔優れた取組〕 

 現在までの教職課程教育の目的・目標共有のあり方については、一般的に行われている

範疇に留まると考えられるため、優れた取組として特記すべき事項はない。ただし、今年

度（令和 6 年度）の期中より、キャリアセンター下に教員養成部会を設置した。この組織

は教職課程教育における実施事項を検討する教職分科会とは独立しており、教職課程教育

における事柄の点検・評価・提言に特化した機能を有する組織である。今年度期中に設置

したため、その成果は翌年度以降に現れてくると考える。 

〔改善の方向性・課題〕 

 今後、芸術学部各領域および教育学部におけるコース別カリキュラムマップの更新を、

全学的な体制で進めていく。コースごとの到達目標を明確にし、その目標と各科目がどの

ように関わっているのかを更に明らかにする取り組みである。最終的には、このカリキュ

ラムマップを活用して、各学生のディプロマポリシーの達成状況を数値化するシステムを

稼働させることになっている。このシステムを用いて、教職課程担当教員間で到達目標と

情報の共有を図り、教職課程教育の改善につなげる。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－１－１：名古屋芸術大学学則 

・資料１－１－２：名古屋芸術大学 Web シラバス 

      https://www.nua.ac.jp/about/disclosure/nua/ 
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・資料１－１－３：キャリアセンター組織図 

 

基準項目１－２ 教職課程に関する組織的工夫 

〔現状〕 

 本年度より、全学組織であるキャリアセンター委員会の下部組織として、教員養成部会、

教職分科会、教職公務員対策部会、教職公務員対策室を設置し、各組織が連携して教職課

程の運営にあたることとなった。また、各組織内には研究者教員と実務家教員および事務

職員がそれぞれ配置されており、協働体制を構築している。上記組織のうち、教員養成部

会では教員養成に関わる点検・評価・提言を、教職分科会では主に各授業や実習に関する

事柄についての審議を、教員採用対策部会では教員採用に関わる支援の自己点検と方針決

定を、そして教職公務員対策室では教員採用に関わる実務を担当している。このように、

点検・評価・提言と方針決定及び実務を別々の組織が担っている。また、点検・評価・提

言の基礎となるデータの分析については、教員採用対策部会より IR センターに依頼する

形を取っている。 

 芸術学部・教育学部とも、教職課程認定基準を踏まえた教員を配置し、上記の全学組織

であるキャリアセンター委員会と連携の上で、研究者教員と実務家教員及び事務職員との

協働体制を構築している。また、デジタル教科書を用いた教育指導への対応も行っている。

加えて、授業評価アンケートの結果を各教員が確認し、学生からのフィードバックを基に

した授業改善を行っている。 

 芸術学部においては、「教科に関する専門的事項」に関する科目の多くで、グループワ

ークなどのアクティブ・ラーニングを適宜織り交ぜながら、高度に専門的な芸術教育を行

っている。また「教育の基礎的理解に関する科目」や「道徳、総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」では、科目相互の関連性を意識し、似たテ

ーマであってもその科目独自の考え方を身につけることができるように指導している。 

 教育学部においては、上記の芸術学部の工夫に加え、学部内の FD で教員の教授力の向

上及び知識の最新化を図っている。 

 また、教職課程を行ううえで必要な施設・設備が整備されている。たとえば音楽科指導

法では、学習指導要領に示された歌唱教材の伴奏の練習に使用するピアノが用意されてい

る。美術科指導法では授業の一環として作品制作を行うことがあるため、専用の作品乾燥

棚が用意されていることに加え、学内の各工房も利用することができる。 

〔優れた取組〕 

 教職課程に対応する組織の点検・評価・提言と実務を別々の組織が担うことで、自己点

検・評価の透明性を担保している。また、IR センターとの連携によって、自己点検・評

価および意思決定に必要なデータの分析と、分析結果に基づいた提言を別々の組織が担う

ことによって、より質が高く透明性の担保された意思決定を行っている。 
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〔改善の方向性・課題〕 

 この組織体制にて運営を始めたのは本年度よりであるため、その機能性を実質的に評価

していくことが必要となる。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－２－１：キャリアセンター組織図 

・資料１－２－２：名古屋芸術大学センター設置規程 

・資料１－２－３：令和 6（2024）年度学生便覧、pp.43－46 
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基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

基準項目２－１ 教職を担うべき適切な学生の確保・育成 

〔現状〕 

 本学における教職課程は、キャリアセンター下にある教職分科会にて検討している。

また、学務部学生支援チームが教職課程に関するガイダンスを各年度の前期・後期開始前

のオリエンテーション期間に実施しているほか、教職公務員対策室が教職を志望する学生

の支援を行っている。これらの全学組織は、芸術学部・教育学部と連携しつつ教員養成に

あたっている。 

 芸術学部芸術学科は、教員養成を主たる目的とする学部ではないため、アドミッショ

ン・ポリシーにおいて教員養成を直接にはうたっていない。そのため、一般的な社会常識

を著しく欠き、教育実習への参加が不安視される学生もいる。対策として、教育実習を行

う上で必要な履修要件を満たすことを実習参加の条件とするほか、教職志望度合が低い学

生と面談を行って教職課程の継続意思を確認するなどし、教職にふさわしい人材が教員免

許を取得できるよう努力している。 

 教育学部は、学部の目的を「保育・初等教育にかかわる理論ならびに技術の教授を通し

て、豊かな感性を備え、真に子どもの成長・発達を支えることのできる保育者・教育者を

養成する。」こととしており、この目標に向けて学生の育成を行っている。そのため、ア

ドミッション・ポリシーにおける求める学生像にて「将来、保育士、幼稚園教諭、小学校

教諭などの保育・教育職、あるいは子どもたちに関わる各分野で活躍したいという意欲が

あること」を掲げ、前提として保育・教育職等子どもに関わる分野に就くことを希望する

学生を求めている。教育学部では、学生が履修カルテを拡張した「学修ポートフォリオ」

を作成することに加え、学生の学びへの意欲や成長実感、充実度を把握するための「学修

状況調査」を定期的に実施することで、学生の適性や資質を把握しつつ指導にあたってい

る。 

〔優れた取組〕 

 全学組織であるキャリアセンター下に設置された教職公務員対策室と、教員養成に係る

教職員の間で情報共有と学生支援を行っている。また、教職公務員対策室下にある教職公

務員学習会にて学生の教職に関わる学習支援を行っている。これらの取組によって、一貫

した組織的対応を行っている。加えて、教育学部における学修状況調査は、学生の視点か

ら学びへの意欲や成長実感、充実度を可視化して改善に活かしている。 

〔改善の方向性・課題〕 

 芸術学部においては、〔現状〕で述べたように教職に適切な学生の確保に努めているが、

今後はこのような事後的な対応だけでなく、教職課程の履修初期段階で、教職を担うべき

意欲や適性の確認を進めていく必要がある。 
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＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－１－１：令和 6 年度 学内オリエンテーション一覧（教職・保育士） 

・資料２－１－２：教員採用に係る組織の連携図 

・資料２－１－３：芸術学部、教育学部 3 つのポリシー 

     https://www.nua.ac.jp/about/admission/#headline-1614320093 

 

基準項目２－２ 教職へのキャリア支援 

〔現状〕 

 教職公務員対策室では、専門のスタッフを配置し、本年度より教員志望の学生に対して

定期的に面談を実施、学生のニーズや適性の把握を行っている。このニーズや適性の把握

については、面談のほか、大学側が費用を負担して実施している教員採用試験対策模試の

結果や、履修カルテの内容等を参照している。なお、令和 6 年度は教員採用全国公開模試

を 3 回、愛知県対策模試を 1 回、幼保模試を 1 回実施した。模試は 1 年生から受験可能と

し、結果の返却時に教職公務員対策室職員と面談を行い今後の試験対策の助言を受ける体

制としている。これに加えて、教職公務員対策室下にて教職公務員学習会を開催し、教員

採用試験対策を中心とした学習支援にあたっている。また、教職に関する情報収集を随時

行い、教員志望者に向けて学務情報システムを通じて情報発信をすることや、各自治体の

教員採用担当者による学内説明会の実施、キャリアセンターが実施する全学的なキャリア

支援のなかに教職についての内容を含み入れるなど、学生への情報発信に注力している。 

 芸術学部では、学部全体の中で教員採用試験の受験者が少数であるため、先輩から後輩

へインフォーマルな形で教員採用試験受験に関する情報が伝わることは、あまり期待でき

ない。そのため、教員採用試験合格者と教員志望者が話す場を設けている。受験のリアル

な経験や、有効な教員採用試験対策について合格者に話してもらい、教員志望者がより具

体的なビジョンを持って受験準備ができるよう支援している。 

 教育学部では、日常の授業や面談によるキャリア支援に加え、例年就職支援セミナーを

実施し、教職についている卒業生から学生に対して講話を提供する機会を設けている。 

〔優れた取組〕 

 教職公務員対策室において学習会を開催していること、外部業者による教員採用試験お

よび幼稚園保育士（公務員）試験対策模試の受験料を大学側が負担して実施していること、

学生支援チーム主導で自治体による学内教員採用説明会を実施していることによって、学

部による学習支援や情報提供の偏りをなくしている。 

〔改善の方向性・課題〕 

 学生の満足度及びニーズを継続的に把握する方法の確立と、それに基づく改善が必要で

ある。また、芸術学部では、教育学部がある東キャンパス（音楽領域）では教職に関する
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支援を得やすいのに対し、西キャンパス（美術領域、デザイン領域）ではそうした支援が

得にくい状態になりがちである。令和 6 年度からは、西キャンパスにおいても教職公務員

対策室の専門スタッフが週 3 回滞在するなど、学生への支援も拡充されつつあるが、さら

なる充実が必要である。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－２－１：2024 年度実施教員採用・保育士・幼稚園（公務員）採用試験

対策模擬試験受験案内 

・資料２－２－２：2024（令和 6）年度 教採公務員対策室 学生利用状況 

 



名古屋芸術大学 基準領域３ 

10 

 

基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム 

基準項目 ３－１ 教職課程カリキュラムの編成・実施 

〔現状〕 

 本学では、全学共通科目としての「横断科目群」を設置している。本科目は、学部領域

の垣根をなくし、他学部領域の科目を 8 単位以上履修することで、芸術学部生においては

子ども理解を、教育学部においては芸術的素養を補完するために設定されている。 

 芸術学部では、教職課程の各授業において、アクティブ・ラーニングの実践を充実させ

ている。たとえば生徒・進路指導論では、教育に関する時事問題を新聞記事等から紹介し、

グループディスカッションする時間を確保している。また、教科指導法の授業や教職実践

演習において、ICT 機器の活用について取り上げている。様々な ICT 活用方法について知

るほか、授業中に ICT 機器でゲームをして遊んでしまう生徒への対応など、現実的な課題

についてどのように対応するかを考え、議論するようにしている。さらに、教職実践演習

では履修カルテをもとにこれまでの学びを振り返り、自らの課題を克服できるようにして

いる。 

 教育学部は「芸術大学の中にある教育学部」に位置している。そのため、教員養成学部

でありながら、教職以外を志して入学してくる者も少なくない。この状況に対応するため

に、１年次ではファンデーション科目を設定し、教職についての基礎的な知識を得てから

進路選択できるようにカリキュラムを設計している。特色を活かした独自科目として、教

育学部専門科目に芸術的センスや技能を磨く科目を豊富に位置付けている。さらに、情報

通信技術の活用に対応して、「教育方法論（情報通信技術の活用含を含む）」とした。ま

た、個人及び仲間と相談、協力して課題を設定し、附属幼稚園における保育観察、子育て

支援施設における参与観察及び実践などを行い、先の課題に基づいた振り返りや学び合い

に取り組んでいる。さらに、学部ガイダンス等の折に Web 上で履修カルテに入力すること

で、学修の振り返りの内容や単位の修得状況を、教員と学生が共有できるようにしている。 

〔優れた取組〕 

 教育学部におけるファンデーション科目の設置は、教職を志望する学生のミスマッチを

防いでいる。 

〔改善の方向性・課題〕 

芸術学部では、4 年生になるまで教員が履修カルテを確認できていない。よりきめ細

かな指導を行うために、定期的に履修カルテを確認する仕組みを構築することが今後の課

題である。また、全受講生が授業中にパソコンを利用できる環境にないため、ICT 活用に

ついての実践的な指導がしにくい状況にある。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－１－１： 令和 6（2024）年度学生便覧、pp.57、pp.59、pp.69－70 
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・資料３－１－２：名古屋芸術大学 Web シラバス 

   https://www.nua.ac.jp/about/disclosure/nua/ 

・資料３－１－３：名古屋芸術大学 教育学部子ども学科パンフレット 

 

基準項目  ３－２ 実践的指導力育成と地域との連携 

〔現状〕 

 大学として愛知県私立幼稚園連盟やこれまでに関係を培ってきた系列園や認定こども園

をはじめとする地域の幼稚園等との関係を生かし、実習等の受け入れなどでも協力が得ら

れている。 

 芸術学部では、現場経験豊富な教員が一定の教職科目を担当し、受講生が教育現場の実

情を知ることができるようにしている。また「各教科の指導法」に関する科目でも、美術

や音楽の教員経験を持つ教員が指導にあたっている。指導案づくりや模擬授業の機会を充

実させ、実践力を向上させている。その他の教職課程の各授業においても、近隣地域の学

校で行われている優れた取り組みや、生じている問題について取り上げ、最近の学校の実

情について知る・考える機会を充実させている。 

 教育学部では、小学校・幼稚園・保育園・認定こども園・乳児院・養護施設等と繋がっ

た教育活動を重視している。実際に子どもたちと活動することで、特性に合った関わり方

を学んでいる。また授業以外でも、「小学校スクールサポーター」「クリエ幼稚園自主保

育活動」「地域子どもイベントボランティア隊」「認定絵本士資格取得者を中心とした読

み聞かせ隊」などに参加することでして、現場実践力を磨いている。また、愛知県・岐阜

県内と密接に連携している。加えて、小学校での授業参観や、「地域活動」「小学校スク

ールサポーター」や、小学校のイベント支援などに参加している。さらに、学科教員が

様々な専門委員や研修会講師を務め、地元学校教育の充実のために貢献している。 

〔優れた取組〕 

  Web 上の学修ポートフォリオ（履修カルテ）に学外ボランティア等の記入欄を設け、

随時ふりかえり等の活動ができるようにしている。 

〔改善の方向性・課題〕 

芸術学部では実習などにかかる比重が大きく、また多様なコースの存在により時間の

調整が難しいため、なかなか地域活動等を行うことが出来ていない。  

教育学部では、現場経験を得る機会を豊富に提供しているものの、大学側の理論知を

実践知として現場に生かす取組が弱い傾向にある。そのため、大学の理論知を地域の現場

に活かしていけるような取組を強化していくことが望まれる。  

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－２－１：令和 6 年度教育学部地域活動・学生ボランティア活動一覧  
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Ⅲ．総合評価（全体を通じた自己評価） 

 

 本学は芸術学部と教育学部で構成されており、その交流は、大学全体の教員養成全体に

良い影響をもたらすことが期待される。そのため、全学共通科目として「横断科目群」を

設置している。学部領域の垣根をなくし、他学部領域の科目を履修することで、芸術学部

生においては子ども理解を、教育学部においては芸術的素養を補完するために設定されて

いる。この科目群は、芸術大学における教員養成の特色となっている。また、全学的な取

組として、教員養成部会と教員採用対策部会、教職公務員対策室を設置した。これ以前に

は、両学部の教職課程はそれぞれが工夫を重ねながら課題に対応してきた。これらの組織

を通じて情報共有をより密にしていくことで、教職課程としての相乗効果をあげていく体

制が整ってきている。  

芸術学部は、教員養成を主たる目的とした学部ではないが、主に芸術の力を活かした教

員の養成に取り組んでいる。これまでに多くの学生が中学校（音楽・美術）・高等学校

（音楽・美術・工芸）の教員養成課程を履修し、学校現場で活躍してきた。引き続き、芸

術の魅力を生かした教育課程の運営、工夫改善に取り組んでいくことを目指したい。  

 教育学部では、芸術大学の中にある教育学部として、芸術の力を基盤とした小学校・幼

稚園・保育園での人間形成に取り組もうとしているところが強みである。それに加え、

ICT 機器の積極的・効果的な活用や様々な体験的活動を取り入れることによって、学生の

主体的な学びを促す教職課程を実現できていると考える。また、教育実習や地域連携活動

など、授業で修得した専門的な知識や技能を活かす実践の場も設けられており、理論と実

践の往還を目指しながら学生の養成にあたっている。このような取り組みについて、改め

て整理し、学生募集や広報活動に反映させることで、より多くの教職を志す学生を確保し、

専門的かつ実践的な資質・能力を備えた教員の養成を目指していくことが求められる。  

 今日の学校において、多職種連携や幼・小連携、小中一貫、中等教育への接続、インク

ルーシブ教育の推進などは重要な課題である。これについては、教職課程に関する組織的

工夫をさらに発展させ、ニーズに対応した取組・工夫を創出していくことを目指していき

たい。 
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Ⅳ 「教職課程自己点検・評価報告書」作成プロセス 

 

（1） 教員養成部会における情報共有（報告書の記載内容の審議） 

 教員養成部会は、教職課程を有する教育学部と有さない芸術学部の 2 つの学部から

選ばれた 5 名の教員によって構成されている。このほかに、学務部学生支援チーム職

員も委員会のメンバーである。この委員会は隔月程度の頻度で開催され、報告書の内

容や教職課程の取組に関する議論が行われた。また、教職課程の自己点検の進捗状況

は、上位組織のキャリアセンター委員会で定期的に報告している。  

（2） 各学科の委員による報告書案の作成及び資料の収集 

 各委員は、報告書の草稿を作成し、学務部学生支援チームと協力して、その裏付け

となる資料の作成や収集を行っている。 

（3） 教員養成部会の確認 

 各委員から提出された内容を教員養成部会でとりまとめ、報告書（案）を作成した

後にキャリアセンター委員会に提出・審議される。これらの手順を踏むことで、報告

書は各学科のみならず、全学で情報共有をし、包括的な内容を持つものとしている。

また、作成過程において大学内の様々な部署や学部間の連携を促し、教職課程の内部

質保証に寄与することを目指している。 

 


